
明 る い 川 崎 第２３３号２０２０年（令和２年）３月

２
０
２
０
年
度
川
崎
市

予
算
特
集
号

2020年 3 月
第233号

日本共産党川崎市議会議員団

（１）

一
般
会
計
は
六
年

連
続
過
去
最
大

　

提
案
さ
れ
た
予
算
案
は
、
一

般
会
計
７
９
２
５
億
円
（
前
年

度
当
初
予
算
比
４
・
４
％
増
）、

特
別
会
計
４
８
５
９
億
円
（
同

２
・
９
％
減
）、
企
業
会
計
２

０
６
９
億
円
（
同
２
・
６
％
増
）

で
合
計
１
兆
４
８
５
２
億
円

（
同
１
・
７
％
増
）。

　

一
般
会
計
の
歳
入
は
市
税
収

入
が
前
年
度
当
初
比
３
億
円

（
０
・
１
％
）
減
の
３
６
３
４

億
円
と
前
年
度
と
同
程
度
。
個

人
市
民
税
が
１
７
４
３
億
円
で

30
億
円
（
１
・
８
％
）
増
。
法

人
市
民
税
は
62
億
円
（
27
・
９

％
）
減
の
約
１
６
１
億
円
。
固

定
資
産
税
は
21
億
円
（
１
・
７

％
）
増
の
１
２
７
６
億
円
。
市

債
発
行
額
は
前
年
度
当
初
比
１

０
７
億
円
増
の
６
５
４
億
円

（
19
・
６
％
増
）。
市
債
残
高
は

一
般
会
計
で
８
４
３
４
億
円

（
見
込
み
、
減
債
基
金
積
立
分

控
除
）。
地
方
交
付
税
は
５
年

連
続
で
不
交
付
の
見
込
み
。

　

市
長
は
、
法
人
市
民
税
が
消

費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
法
人

税
率
引
き
下
げ
で
30
億
円
、
企

業
収
益
減
少
に
よ
り
32
億
円
、

計
62
億
円
減
に
加
え
、
減
債
基

金
か
ら
の
１
２
０
億
円
借
入
れ

を
財
政
が
厳
し
い
理
由
に
あ
げ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
同
時
に
消
費
税
引

き
上
げ
に
よ
り
県
か
ら
の
交
付

金
が
１
０
０
億
円
入
る
こ
と
か

ら
、
市
収
入
は
70
億
円
の
増
収

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
年
度
末
の
減
債
基

金
残
高
は
２
２
０
４
億
円
に
上

り
、
７
年
後
は
３
１
０
３
億
円

に
達
す
る
見
込
み
で
す
。
１
２

０
億
円
不
足
す
る
な
ら
、
そ
の

分
を
減
ら
し
た
額
を
積
み
立
て

て
も
残
高
は
２
０
８
４
億
円
あ

り
、何
の
問
題
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
ど
も
施
策
不
十
分

高
齢
者
・
中
小
業
者

に
冷
た
い
予
算

　

市
長
は
新
年
度
予
算
案
に
つ

い
て
、
台
風
19
号
に
よ
る
被
害

の
復
旧
・
復
興
や
子
育
て
支
援

に
力
を
入
れ
た
「
地
域
の
力
強

化
予
算
」
と
命
名
。

　

し
か
し
、「
ど
こ
よ
り
も
子

育
て
し
や
す
い
ま
ち
を
め
ざ

す
」
と
し
て
あ
げ
た
認
可
保
育

所
の
受
入
れ
枠
拡
大
で
は
、
認

可
保
育
所
の
新
設
な
ど
で
１
８

２
７
人
分
拡
充
し
ま
す
が
、
新

年
度
保
育
所
に
申
し
込
ん
で
入

れ
な
か
っ
た
入
所
保
留
児
童
数

は
３
３
４
３
人
。
こ
の
計
画
で

は
と
て
も
追
い
つ
き
ま
せ
ん
。

小
児
医
療
費
助
成
は
20
政
令
市

で
最
低
水
準
。
川
崎
市
で
不
登

校
児
童
数
が
増
え
て
い
る
現
状

な
の
に
、
切
実
な
少
人
数
学
級

の
拡
充
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
子

育
て
し
や
す
い
ま
ち
」
に
は
程

遠
い
予
算
で
す
。

　

高
齢
者
施
策
で
は
、
新
年
度

特
養
ホ
ー
ム
開
設
は
１
カ
所
１

０
０
床
の
み
。
新
年
度
新
た
に

整
備
す
る
計
画
は
１
カ
所
だ
け

で
す
。そ
の
一
方
で
、市
独
自
施

策
の
廃
止
・
予
算
削
減
が
盛
り

込
ま
れ
る
な
ど
高
齢
者
に
冷
た

い
市
政
運
営
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

中
小
企
業
支
援
の
予
算
は
一

般
会
計
の
０
・
４
％
に
過
ぎ
ず
、

雇
用
関
係
予
算
も
市
独
自
施
策

は
あ
り
ま
せ
ん
。　

　

台
風
19
号
被
害
が
甚
大
だ
っ

た
川
崎
市
。
現
年
度
補
正
予
算

案
で
は
水
門
の
改
良
工
事
や
大

型
ポ
ン
プ
車
４
台
の
導
入
費
用

な
ど
約
94
億
円
が
計
上
さ
れ
、

新
年
度
予
算
案
で
は
約
82
億
円

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
約
４
割
は
羽
田
連
絡

道
路
整
備
に
係
る
浚
渫
な
ど
で

す
。
防
災
で
最
も
重
要
な
木
造

住
宅
耐
震
補
強
工
事
の
助
成
額

は
件
数
も
予
算
額
も
２
０
１
８

年
度
に
前
年
度
の
半
分
に
削
減

し
た
ま
ま
、
横
ば
い
が
続
い
て

い
ま
す
。
消
防
局
関
係
の
新
規

事
業
は
消
防
庁
舎
の
新
設
の
み
。

今
こ
そ
公
助
が
必
要

な
の
に〝
互
助
〞を
強
調

　

市
長
は
「
自
治
会
や
町
内
会

が
し
っ
か
り
し
て
い
た
地
域
は

復
旧
が
早
か
っ
た
。
地
域
の
防

災
力
の
重
要
性
を
認
識
し
た
」

の
で
、
自
治
会
や
町
内
会
へ
の

加
入
促
進
、
消
防
団
へ
の
支
援

な
ど
互
助
の
社
会
づ
く
り
を
市

が
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
姿
勢
を

強
調
し
て
い
ま
す
が
、今
こ
そ
、

公
助
の
役
割
が
求
め
ら
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

市
民
要
求
に
は
抑
制
的
な
予

算
案
で
す
が
、
羽
田
連
絡
道
路

の
整
備
な
ど
大
規
模
事
業
に
１

７
０
億
円
を
超
え
る
予
算
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

　

新
年
度
予
算
の
特
徴
は
、
豊

か
な
財
政
で
あ
り
な
が
ら
、
見

せ
か
け
の
「
収
支
不
足
」
を
描

い
て
市
民
に
は
我
慢
を
強
い
る

一
方
、
不
要
不
急
の
大
規
模
事

業
に
は
多
額
の
予
算
を
投
入
す

る
予
算
だ
と
い
え
ま
す
。

　

川
崎
市
の
２
０
２
０
年
度
予
算
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
は
、
台
風
19
号
に
よ
る
被
害
の
復
旧
・
復
興
や
子
育
て

支
援
に
力
を
入
れ
た
「
地
域
の
力
強
化
予
算
」
と
命
名
し
ま

し
た
が
、
市
民
要
求
に
応
え
た
予
算
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ

う
か
。

図１　２０20年度川崎市一般会計予算案の構成
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国庫支出金
1418
（17.9）

（31.5） （54.9）物件費
771
（9.7）

歳　

入

　

提
案
さ
れ
た
２
０
２
０
年
度

予
算
案
は
次
ペ
ー
ジ
表
１
〜
４
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
７
９
２
５

億
円
は
６
年
連
続
過
去
最
大
。

歳
入
の
根
幹
で
あ
る
市
税
収
入

は
前
年
度
当
初
比
３
億
円（
０
・

１
％
）
減
の
３
６
３
４
億
円
。

市
税
収
入
の
52
％
を
占
め
る
市

民
税
は
１
９
０
４
億
円
で
32
億

円
（
１
・
７
％
）
減
。
個
人
市

民
税
は
納
税
者
数
の
増
加
に
よ

り
30
億
円
増
、
家
屋
の
新
増
築

等
に
よ
り
固
定
資
産
税
も
21
億

円
（
１
・
７
％
）
増
の
１
２
７

６
億
円
。

　

法
人
市
民
税
は
、
地
方
消
費

税
値
上
げ
に
伴
う
法
人
税
率
引

き
下
げ
に
よ
り
30
億
円
と
企
業

収
益
の
減
収
に
よ
り
32
億
円
計

62
億
円
（
27
・
９
％
）
減
の
１

６
１
億
円
。
し
か
し
、
消
費
税

率
の
引
き
上
げ
に
よ
る
地
方
消

費
税
交
付
金
の
増
と
法
人
事
業

税
交
付
金
の
創
設
に
よ
り
１
０

０
億
円
が
歳
入
と
し
て
入
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
法
人
市
民
税

は
実
質
的
に
は
増
収
と
な
っ
て

い
る
の
で
す
。
ま
た
、
企
業
収

益
の
減
収
見
込
み
は
、
こ
の
間

の
決
算
の
推
移
か
ら
み
る
と
、

過
大
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
内
の
資
本
金
10

億
円
以
上
の
大
企
業
は
２
１
０

１
社
で
す
が
、
税
割
額
を
納
入

し
て
い
る
の
は
６
４
９
社
し
か

な
く
、
１
４
５
２
社
は
均
等
分

（
利
益
に
関
係
な
く
か
か
る
税

金
）し
か
納
入
し
て
い
ま
せ
ん
。

大
企
業
優
遇
税
制
に
抜
本
的
な

メ
ス
を
い
れ
、
大
企
業
に
内
部

留
保
と
利
益
を
社
会
に
還
元
さ

せ
る
こ
と
が
急
務
で
す
。

　

市
債
発
行
額
は
６
５
４
億
円

（
前
年
度
当
初
比
19
・
６
％
増
）

で
、
市
債
残
高
は
一
般
会
計
で

８
４
３
４
億
円
（
見
込
み
、
減

債
基
金
積
立
分
を
控
除
）。
市

民
一
人
あ
た
り
の〝
借
金
〞は
55

万
円
。
昨
年
と
ほ
ぼ
同
額
。

２
面
へ
つ
づ
く

歳
入
歳
出
で
み
る

歳
入
歳
出
で
み
る

予
算
案
の
主
な
特
徴

予
算
案
の
主
な
特
徴

市
民
要
求
に
は
後
ろ
向
き

大
規
模
事
業
は
大
幅
増
額
予
算

日
本
共
産
党
市
議
会
議
員
団
団
長　

宗
田
裕
之

　

新
年
度
一
般
会
計
予
算
案

は
７
９
２
５
億
円
で
５
年
連

続
、
市
税
収
入
は
３
６
３
４

億
円
で
前
年
度
と
同
程
度
規

模
で
す
。
財
政
力
指
数
は
政

令
市
ト
ッ
プ
、
新
年
度
も
政

令
市
唯
一
の
地
方
交
付
税
不

交
付
団
体
に
な
る
見
込
み
で

す
。高

齢
者
に
冷
た
く

子
育
て
施
策
不
十
分

　

予
算
編
成
を
貫
く
柱
と
し

て
、「
子
育
て
し
や
す
い
ま

ち
」
と
い
い
な
が
ら
、
小
児

医
療
費
助
成
制
度
は
所
得
制

限
・
一
部
負
担
金
が
あ
り
、

通
院
対
象
年
齢
が
小
学
６
年

生
ま
で
に
と
ど
ま
り
、
政
令

市
で
も
最
低
レ
ベ
ル
で
す
。

の
１
８
６
７
人
。
中
学
生
に

な
る
と
２
・
５
倍
に
も
増
え

る
深
刻
な
状
況
で
す
が
、
少

人
数
学
級
の
拡
充
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
「
み
ん
な
が
生
き
生
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち
」
で
は
、
特

っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。
他

方
、
市
独
自
の
高
齢
者
施
策

は
削
減
・
廃
止
で
す
。

　

中
小
企
業
の
支
援
・
商
業

の
振
興
予
算
は
一
般
会
計
の

０
・
４
％
に
過
ぎ
ず
、
実
効

的
な
支
援
策
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
一
方
、
羽
田
連
絡
道

路
な
ど
臨
海
部
の
大
規
模
事

業
関
連
予
算
は
１
７
１
億
円

と
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

川
崎
市
の
豊
か
な
財
政
を
限

り
な
い
大
規
模
開
発
事
業
に

つ
ぎ
込
み
、
住
民
に
は
互
助

を
押
し
付
け
る
市
政
運
営

は
、
自
治
体
の
本
旨
か
ら
相

入
れ
ま
せ
ん
。
予
算
組
み
替

え
動
議
を
出
し
、
市
民
要
求

実
現
に
頑
張
り
ま
す
。

　

新
年
度
保
育
園
に
入
所
申

請
し
て
入
れ
な
か
っ
た
保
留

児
童
数
は
３
３
４
３
人
も
い

る
の
に
、
新
年
度
の
整
備
計

画
は
１
８
２
７
人
分
の
み
。

　

小
中
学
校
の
不
登
校
児
童

は
２
０
１
８
年
度
過
去
最
高

養
ホ
ー
ム
の
待
機
者
が
２
６

６
６
人
、
う
ち
介
護
度
５
の

方
が
５
６
７
人
も
い
る
の
に

新
年
度
開
所
は
１
か
所
１
０

０
床
の
み
。
新
た
な
整
備
も

１
箇
所
計
画
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
場
所
も
受
託
者
も
決
ま

高齢者など福祉は後退高齢者など福祉は後退
 大型開発予算は大幅増大型開発予算は大幅増

2020年度
川崎市予算案 不要

不急の
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減
債
基
金
は
４
５
１
億
円
を

積
立
て
た
結
果
、
残
高
２
２
０

４
億
円
に
な
り
、
７
年
後
に
は

３
１
０
３
億
円
、
市
税
収
入
に

匹
敵
す
る
残
高
に
な
る
見
込
み

で
す
。

　

市
長
は
こ
の
間
、
減
債
基
金

に
過
大
に
積
立
て
し
て
お
き
な

が
ら
、
減
債
基
金
か
ら
借
入
れ

た
こ
と
を
「
財
政
が
厳
し
い
」

理
由
に
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
お
か
し
な
理
屈
で
す
。

　

減
債
基
金
は
市
の
「
貯
金
」

と
い
う
性
格
に
加
え
、
す
で
に

返
済
額
８
年
分
の
残
高
が
あ
る

状
況
で
は
必
要
額
を
引
い
た
額

を
積
み
立
て
れ
ば
何
の
問
題
も

な
い
か
ら
で
す
。
過
大
な
積
立

て
を
行
な
っ
た
う
え
で
そ
こ
か

ら
借
入
れ
、
借
り
た
以
上
は
返

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

操
作
で
市
民
要
求
を
抑
え
る
手

法
は
や
め
る
べ
き
で
す
。

歳　

出

　

一
般
会
計
の
歳
出
予
算
案

《
表
２
》
で
は
、
前
年
度
比
で

増
え
た
の
は
、
港
湾
費
の
26
・

７
億
円（
34
・
７
％
）増
、
環
境

費
の
53
・
３
億
円
（
29
・
７
％
）

増
、
建
設
緑
政
費
の
１
１
４
・

７
億
円
（
34
・
８
％
）
増
な
ど
。

　

建
設
緑
政
費
の
増
は
五
反
田

川
放
水
路
の
整
備
や
多
摩
川
緑

地
の
運
動
施
設
の
復
旧
な
ど
。

羽
田
連
絡
道
路
整
備
費
に
約
88

億
円
や
川
崎
高
速
縦
貫
道
路
関

連
調
査
費
な
ど
が
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

港
湾
費
は
特
別
会
計
で
は

42
・
１
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
一
般
会
計
で
34
・
７
％

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
臨
港
道

路
東
扇
島
水
江
町
線
整
備
費
や

東
扇
島
堀
込
部
等
の
埋
立
費
用

で
す
。
ま
た
、
臨
海
部
関
連
予

算
も
37
・
６
％
増
の
約
14
億
円

余
を
計
上
。
不
要
不
急
の
大
規

模
事
業
予
算
は
１
９
９
億
円
に

の
ぼ
り
ま
す
。

際
立
つ
障
が
い
者
・

高
齢
者
予
算
の
削
減

　

健
康
福
祉
費
の
高
齢
者
施
策

予
算
は
、
２
０
１
９
年
３
月
で

ふ
れ
あ
い
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が

廃
止
さ
れ
た
の
に
続
き
、
２
０

２
０
年
度
も
生
活
支
援
型
食
事

サ
ー
ビ
ス
、
要
介
護
者
生
活
支

援
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
、
福
祉
電
話

相
談
、
徘
徊
発
見
シ
ス
テ
ム
の

１
面
か
ら
の
つ
づ
き

新
規
受
付
停
止
な
ど
高
齢
者
に

対
す
る
市
単
独
事
業
が
削
減
・

廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

使
い
に
く
い
制
度
に
し
た
結

果
利
用
控
え
が
起
こ
り
、
そ
の

〝
実
績
〞
を
も
と
に
さ
ら
に
減

額
。
新
年
度
は
〝
精
査
〞
と
い

う
名
目
で
千
円
単
位
の
減
額
さ

れ
た
施
策
も
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、

新
年
度
開
設
は
１
か
所
１
０
０

床
の
み
。
新
規
整
備
は
１
か
所

で
す
が
場
所
も
受
託
法
人
も
決

ま
っ
て
い
な
い
有
様
。
待
機
者

が
２
６
６
６
人
、
う
ち
介
護
度

５
」
の
方
は
５
６
７
人
に
も
の

ぼ
っ
て
い
ま
す
。
保
険
料
あ
っ

て
介
護
な
し
の
実
態
は
ま
す
ま

す
顕
著
に
。
年
金
減
額
、
保
険

料
値
上
げ
な
ど
国
の
制
度
改
悪

が
高
齢
者
の
生
活
を
直
撃
し
て

い
る
と
き
追
い
打
ち
を
か
け
る

も
の
で
す
。

　

障
が
い
者
分
野
は
ほ
と
ん
ど

自
然
増
。
障
が
い
者
バ
ス
乗
車

券
交
付
事
業
費
や
日
常
生
活
用

具
等
給
付
事
業
費
は
「
実
績
を

踏
ま
え
た
精
査
」
と
い
う
名
目

で
そ
れ
ぞ
れ
19
万
円
、
２
１
７

７
万
円
削
減
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
費
税
増
税
で
中
小
企
業
は

苦
し
い
経
営
を
強
い
ら
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
中
小
企
業
支
援

予
算
は
昨
年
と
ほ
ぼ
変
わ
ら

ず
。
雇
用
対
策
予
算
は
国
事
業

に
伴
う
も
の
が
多
く
、
市
独
自

の
事
業
・
予
算
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
治
体
の
仕
事
は
「
住
民
の

福
祉
増
進
」
に
あ
り
ま
す
。
市

民
の
く
ら
し
・
福
祉
を
充
実
し
、

地
域
経
済
の
活
性
化
支
援
に
軸

足
を
置
い
た
市
政
運
営
へ
の
転

換
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

経
済
労
働
局
の
新
年
度
予
算

は
、
金
融
対
策
費
と
消
費
生
活

対
策
費
、
先
端
・
拠
点
開
発
関

連
予
算
を
除
く
産
業
振
興
対
策

が
25
億
円
減
額
し
て
26
億
４
千

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
金
融

対
策
費
も
９
億
３
千
万
円
減
少

し
て
１
９
７
億
円
。
先
端
・
拠

点
開
発
関
連
予
算
は
３
０
０
万

円
減
額
の
４
億
７
千
万
円
と
ほ

ぼ
横
ば
い
。（
表
５
参
照
）。

　

産
業
振
興
対
策
の
予
算
は
、

消
費
税
増
税
対
策
と
し
て
国
主

導
で
取
り
組
ま
れ
た
「
プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
商
品
券
事
業
」
の
終

了
で
18
億
９
千
万
円
の
減
。

　

中
小
企
業
者
や
商
店
街
団
体

等
を
対
象
と
し
た
補
助
金
は
、

事
業
継
承
・
事
業
継
続
力
強
化

支
援
補
助
金
が
新
規
に
５
０
０

万
円
増
え
た
以
外
は
同
額
ま
た

は
減
額
と
な
り
、
９
５
０
０
万

円
の
減
で
す
（
表
６
参
照
）。

　

外
国
人
観
光
客
を
惹
き
つ
け

る
夜
の
観
光
を
強
化
し
市
内
観

光
消
費
額
を
増
や
す
こ
と
で
市

内
経
済
の
活
性
化
を
図
っ
て
い

く
と
し
て
、
ナ
イ
ト
タ
イ
ム
エ

コ
ノ
ミ
ー
の
取
組
に
５
１
０
０

万
円
を
新
規
に
計
上
。

　

内
陸
部
操
業
環
境
整
備
事
業

は
１
／
３
に
減
額
。
操
業
環
境

改
善
へ
の
支
援
は
申
請
実
績
等

を
踏
ま
え
て
所
要
額
を
計
上
、

立
地
促
進
支
援
も
申
請
実
績
を

踏
ま
え
て
当
初
予
算
を
未
計
上

と
し
て
い
ま
す
。

　

浅
野
町
大
川
町
会
館
運
営
事

業
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
リ
ー
ス
料
や
、

災
害
時
臨
海
部
帰
宅
困
難
者
の

受
け
入
れ
と
必
要
な
物
資
の
準

備
・
保
管
の
業
務
に
関
わ
る
費

用
が
計
上
。

進
む
事
業
の
再
編

　

知
的
財
産
戦
略
推
進
事
業

は
、
産
業
経
済
総
務
費
か
ら
中

小
企
業
支
援
費
に
移
行
し
て
、

起
業
家
総
合
支
援
事
業
と
一
体

化
さ
れ
、
創
業
・
知
財
戦
略
事

業
に
再
編
。
こ
れ
ま
で
の
大
手

企
業
の
開
放
特
許
を
中
小
企
業

が
活
用
す
る
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援

事
業
か
ら
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

の
技
術
を
大
企
業
等
が
事
業
化

す
る
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
、
川
崎

市
産
業
振
興
財
団
の
起
業
家
総

合
支
援
、Ｋ

－

Ｎ
Ｉ
Ｃ
の
企
業
・

創
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
の
連

携
事
業
に
再
編
す
る
こ
と
で
、

い
っ
そ
う
の
効
果
が
期
待
さ
れ

る
と
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
承
継
と
事
業
継
続
力
強

化
支
援
事
業
も
一
体
化
。
事
業

承
継
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
作

成
す
る
事
業
承
継
計
画
と
、
災

害
時
に
事
業
を
継
続
で
き
る
よ

う
に
作
成
す
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
、
事

業
の
洗
い
出
し
を
行
い
関
係
者

情
報
を
整
理
す
る
な
ど
共
通
作

業
が
多
い
た
め
、
一
体
的
に
支

援
す
る
こ
と
で
両
方
を
効
果
的

に
促
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

し
て
い
ま
す
。

　

中
小
企
業
の「
働
き
方
改
革
」

を
推
進
す
る
た
め
、
中
小
企
業

支
援
費
の
「
働
き
方
改
革
・
生

産
性
革
命
推
進
事
業
費
」
の
補

助
金
な
ど
の
一
部
と
、
雇
用
労

働
福
祉
費
の
「
働
き
方
改
革
に

よ
る
中
小
企
業
活
性
化
推
進
事

業
費
」
は
、
雇
用
労
働
福
祉
費

の
「
働
き
方
推
進
事
業
費
」
と

「
人
材
育
成
・
確
保
支
援
事
業

業
補
助
金
」
に
再
編
。
求
職
者

に
対
し
て
市
内
中
小
企
業
の
魅

力
を
発
信
、
交
流
イ
ベ
ン
ト
や

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
そ
の
魅

力
に
触
れ
る
こ
と
で
具
体
的
な

雇
用
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
結
び
つ

け
人
手
不
足
の
解
消
を
図
る
。

　

人
材
育
成
で
は
、
就
業
マ
ッ

チ
ン
グ
事
業
、
女
性
就
業
支
援

事
業
、
産
業
人
材
育
成
事
業
を

合
わ
せ
て
多
様
な
人
材
育
成
・

活
躍
支
援
事
業
に
再
編
。

　
「
畜
水
産
業
費
」
が
農
業
関

連
予
算
全
体
に
占
め
る
割
合
が

０
．
64
％
と
僅
か
に
な
っ
た
た

め
、「
農
林
業
振
興
費
」に
統
合
。

増
額
さ
れ
た

信
用
保
障
等
促
進
事
業

　

金
融
対
策
費
は
、
融
資
目
標

に
対
し
て
実
績
が
下
回
っ
て
い

る
し
て
預
託
金
が
５
・
５
％
の

減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
信

用
保
証
等
促
進
事
業
費
は
５
％

増
額
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
業
承

継
時
に
一
定
の
要
件
が
あ
れ
ば

経
営
者
保
証
を
必
要
と
し
な
い

事
業
承
継
特
別
保
証
制
度
を
４

月
よ
り
創
設
、
保
証
料
も
大
幅

に
引
き
下
げ
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
取
り
組
む
事
業
の
資
金
保
証

料
の
補
助
新
設
が
秋
口
に
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
品
種
・
新
技
術
普
及
推
進

事
業
費
と
し
て
、郷
土
作
物「
の

ら
ぼ
う
菜
」
か
ら
選
抜
・
育
成

し
、
市
初
の
品
種
登
録
と
な
っ

た
「
川
崎
市
農
技
１
号
」
の
普

及
と
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
。

　

新
年
度
予
算
で
は
、
東
扇
島

堀
込
部
埋
立
や
羽
田
連
絡
道
路

な
ど
不
要
不
急
の
大
規
模
事
業

費
が
押
し
上
げ
て
い
ま
す
。

臨
港
道
路
東
扇
島
水
江

町
線
整
備
に
54
億
円

　

臨
港
道
路
東
扇
島
水
江
町
線

整
備
に
54
億
円
。
こ
の
事
業
は

当
初
総
事
業
費
が
５
４
０
億
円

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、昨
年
、

耐
震
設
計
の
見
直
し
、
地
盤
改

良
の
追
加
等
に
よ
り
、
４
４
０

億
円
増
え
、
９
８
０
億
円
に
変

更
さ
れ
ま
し
た
。
必
要
性
の
根

拠
が
次
々
破
た
ん
し
、
市
民
生

活
に
必
要
な
い
巨
大
な
橋
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お

り
、
中
止
す
べ
き
で
す
。

東
扇
島
堀
込
部
の
埋
立

土
地
造
成
に
29
億
円

　

新
年
度
予
算
で
は
海
面
埋
め

立
て
に
必
要
な
護
岸
整
備
の
た

め
に
特
別
会
計
か
ら
29
億
円
計

上
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
費

総
額
は
１
３
８
億
円
に
。
当
初

概
算
事
業
費
は
２
４
０
億
円
、

事
業
費
す
べ
て
を
建
設
発
生
土

受
け
入
れ
料
金
で
賄
う
と
し
て

い
た
の
に
、
そ
の
後
、
埋
立
事

業
費
を
２
０
０
億
円
、
基
盤
整

備
費
を
40
億
円
と
し
、
川
崎
市

が
負
担
す
る
と
変
更
。
東
扇
島

堀
込
部
を
埋
め
立
て
る
理
由
が

破
綻
し
て
い
る
現
在
、
こ
の
事

業
は
中
止
す
べ
き
で
す
。

羽
田
連
絡
道
路
建
設
に

88
億
円

　

羽
田
連
絡
道
路
（
総
事
業
費

３
０
０
億
円
）に
88
億
円
計
上
。

こ
れ
ま
で
の
事
業
費
総
額
は
２

７
２
億
円
に
の
ぼ
っ
て
い
ま

す
。
19
年
度
補
正
予
算
で
は
、

羽
田
連
絡
道
路
の
橋
桁
設
置
の

た
め
の
航
路
が
台
風
19
号
で
埋

ま
っ
た
た
め
に
、
多
摩
川
河
川

内
の
浚
渫
工
事
費
用
と
し
て
30

億
円
が
債
務
負
担
行
為
と
し
て

計
上
さ
れ
、
新
年
度
予
算
で
は

そ
の
う
ち
の
21
億
円
が
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
浚

渫
の
た
め
に
か
か
っ
た
費
用
は

19
億
円
に
の
ぼ
り
、
台
風
に
よ

り
航
路
が
埋
ま
っ
た
場
合
、

再
々
度
の
浚
渫
も
あ
り
得
る
と

さ
れ
、
際
限
の
な
い
費
用
投
入

に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

雇
用
対
策
の
市
独
自

の
予
算
増
額
を

　

雇
用
対
策
の
予
算
は
、
６
８

４
９
万
円
余
で
、
６
８
１
万
円

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
が
、
増

額
分
は
国
の
「
地
方
創
生
推
進

交
付
金
」
で
あ
る
た
め
、
市
の

独
自
予
算
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
中
で
新
た
に
「
多
様
な
人
材

育
成
・
活
躍
支
援
事
業
費
」
と

　

ご
み
処
理
費
で
20
億
円
、
施

設
整
備
・
建
設
関
係
で
37
億
円

増
額
し
て
い
ま
す
。

　

台
風
第
19
号
の
被
害
に
よ
る

生
活
環
境
上
の
支
障
の
除
去
や

被
災
者
の
生
活
再
建
支
援
、
迅

速
な
復
旧
の
た
め
の
特
例
措
置

と
し
て
、
公
費
で
被
災
家
屋
等

を
解
体
・
撤
去
す
る
災
害
廃
棄

物
処
理
事
業
費
19
億
円
（
３
３

５
件
分
）
を
ご
み
処
理
費
に
予

算
化
。

　

市
役
所
か
ら
の
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
削
減
を
進
め
る
た

め
、
庁
舎
建
物
内
照
明
に
Ｌ
Ｅ

Ｄ
を
導
入
す
る
費
用
に
１
億
５

千
万
円
を
予
算
化
。
新
年
度
は

10
施
設
を
想
定
。

　

中
小
規
模
事
業
者
エ
コ
化
支

援
事
業
費
が
減
額
。
対
象
事
業

不
要
不
急
の
大
規
模
事
業

不
要
不
急
の
大
規
模
事
業

し
て
１
５
０
０
万
円
が
計
上
さ

れ
ま
し
た
。
市
内
中
小
企
業
の

若
者
、
女
性
、
シ
ニ
ア
の
就
業

支
援
を
行
っ
て
い
く
と
い
う
も

の
で
す
。
若
者
は
セ
ミ
ナ
ー
、

マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
が
中
心
で
、

市
立
高
校
で
の
企
業
説
明
会
な

ど
も
行
い
ま
す
。
女
性
は
短
時

間
就
労
支
援
、
シ
ニ
ア
は
今
ま

で
な
か
っ
た
相
談
窓
口
を
設
置

す
る
と
い
う
内
容
で
す
。
新
た

に
設
け
ら
れ
た
「
働
き
方
改
革

推
進
事
業
費
」
１
０
０
０
万
円

は
、「
働
き
方
改
革
専
門
窓
口
」

の
設
置
・
運
営
、
セ
ミ
ナ
ー
開

催
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
実
施
と
な
っ

て
い
ま
す
。「
人
材
育
成
・
確

保
支
援
補
助
金
」
と
し
て
の
６

０
０
万
円
は
、
各
種
研
修
制
度

の
受
講
等
に
要
す
る
経
費
補

者
に
学
校
法
人
、
医
療
法
人
、

社
会
福
祉
法
人
を
追
加
す
る
も
、

補
助
率
を
経
費
の
１
／
５
（
上

限
１
５
０
万
円
）に
引
き
下
げ
。

　

住
宅
用
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
機

器
設
備
設
置
補
助
金
も
減
額
。

共
同
住
宅
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
に

高
効
率
照
明
な
ど
を
追
加
、
個

人
住
宅
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
に
、

Ｚ
Ｅ
Ｈ　

Ｏ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｄ
、

Ｚ
Ｅ
Ｈ
＋
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
住
宅
を

追
加
す
る
も
、
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
補
助
金
の
出
力
あ
た
り

単
価
及
び
上
限
額
を
引
き
下
げ
。

　

一
時
的
に
多
量
に
排
出
さ
れ

る
家
庭
ご
み
の
許
可
業
者
に
よ

る
収
集
運
搬
は
７
月
か
ら
利
用

で
き
る
予
定
。

　

一
部
の
大
規
模
集
合
住
宅
の

普
通
ゴ
ミ
収
集（
３
５
０
ヶ
所
）

運
搬
業
務
を
21
年
４
月
よ
り
民

間
委
託
で
お
こ
な
う
た
め
の
準

備
を
新
年
度
に
予
定
。

助
、
就
職
フ
ェ
ア
へ
の
出
店
や

就
職
希
望
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
動
画
・

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
作
成
に
要

す
る
経
費
補
助
と
な
っ
て
い

て
、
目
新
し
い
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
。就

職
氷
河
期
世
代
へ

の
具
体
的
な
支
援
策

予
算
が
必
要

　

働
く
こ
と
に
不
安
を
抱
え
る

若
者
の
就
労
を
応
援
す
る
事
業

「
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
ズ
か
わ
さ
き

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
の
対
象
年
齢
の
拡
大
が
さ

れ
、
氷
河
期
世
代
を
含
む
49
歳

ま
で
の
中
途
採
用
を
支
援
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
予
算
も

36
万
円
の
微
増
で
す
が
、
氷
河

期
世
代
を
具
体
的
に
支
援
す
る

市
独
自
の
予
算
が
必
要
で
す
。

先
細
る
中
小
企
業
予
算

先
細
る
中
小
企
業
予
算

表４　2020(令和2)年度市税の内訳 （単位：百万円）

2020年度 前年との比較
予算額 構成比（％） 増△減額 率(％）

市 民 税 190,400 52.4 △3,198 △1.7
個 人 174,299 48.0 3,047 1.8
法 人 16,102 4.4 △6,244 △27.9

固 定 資 産 税 127,568 35.1 2,108 1.7
軽 自 動 車 税 885 0.2 51 6.1
市 た ば こ 税 8,704 2.4 143 1.7
特別土地保有税 － － － －
入 湯 税 9 0.0 6 171.9
職 業 所 税 9,135 2.5 102 1.1
都 市 計 画 税 26,706 7.4 467 1.8
市 税 合 計 363,408 100 △320 △0.1
＊百万円以下の処理の関係上、合計額は誤差があります。

表２　2020(令和２)年度一般会計歳出予算案 （単位：百万円）
2020年度 前年との比較

予算額 構成比(％) 増減額 率(％)
議 会 費 1,688 0.2 13 0.8
総 務 費 53,462 6.7 3,822 7.7
市 民 文 化 費 9,729 1.2 2,110 27.7
こ ど も 未 来 費 126,782 16.0 5,571 4.6
健 康 福 祉 費 154,130 19.4 7,103 4.8
環 境 費 25,051 3.2 5,734 29.7
経 済 労 働 費 22,908 2.9 △3,439 △13.1
建 設 緑 政 費 44,439 5.6 11,474 34.8
港 湾 費 10,365 1.3 2,671 34.7
ま ち づ く り 費 24,515 3.1 △923 △3.6
区 役 所 費 17,525 2.2 3,034 20.9
消 防 費 17,148 2.2 △247 △1.4
教 育 費 101,194 12.8 △8,923 △8.1
公 債 費 71,470 9.0 △1,628 △2.2
諸 支 出 金 111,558 14.1 7,025 6.7
予 備 費 500 0.1 － －
歳 出 合 計 792,464 100 33,397 4.4

表３　2020(令和2)年度各会計予算案 （単位：百万円）

会　　計　　別 2020年度
予算額

前年との比較
増減額 率(％)

一 般 会 計 792,463 33,397 4.4

特　

別　

会　

計

競 輪 事 業 会 計 24,645 5,708 30.1
卸 売 市 場 事 業 会 計 2,316 466 25.2
国民健康保険事業会計 119,141 △4,134 △3.4
母子父子寡婦福祉資金貸付事業会計 257 △101 △28.2
後期高齢者医療事業会計 17,302 2,073 13.6
公害健康被害補償事業会計 76 △2 △2.3
介 護 保 険 事 業 会 計 102,629 5,973 6.2
港 湾 整 備 事 業 会 計 5,886 △4,276 △42.1
勤労者福祉共済事業会計 110 2 2.0
墓 地 整 備 事 業 会 計 386 △108 △21.8
生田緑地ゴルフ場事業会計 476 △17 △3.5
公共用地先行取得等事業会計 1,598 △2,230 △58.3
公 債 管 理 会 計 211,078 17,631 △7.7

特 別 会 計 合 計 485,900 △14,277 △2.9

公
営
企
業
会
計

病 院 事 業 会 計 41,531 1,932 4.9
下 水 道 事 業 会 計 94,480 1,227 1.3
水 道 事 業 会 計 48,370 859 1.8
工業用水道事業会計 9,973 963 10.7
自動車運送事業会計 12,566 345 2.8

企 業 会 計 合 計 206,920 5,325 2.6
全 会 計 歳 出 予 算 合 計 1,485,283 5,325 2.6

表１　2020(令和２)年度一般会計歳入予算案 （単位：百万円）
2020年度 前年との比較

予算額 構成比(％) 増△減額 率(％)
市 税 363,408 45.9 △320 △0.1
地 方 譲 与 税 3,107 0.4 167 5.7
利 子 割 交 付 金 193 0.0 △89 31.5
配 当 割 り 交 付 金 1,586 0.2 △187 10.6
株式等譲渡所得割交付金 1,023 0.1 △247 △19.5
分離課税所得割交付金 324 0.0 10 3.2
法 人 事業税交付金 1,990 0.3 1,990 －
地方消費税交付金 32,888 4.2 8,019 32.2
ゴルフ場利用税交付金 34 0.0 － 0.2
環境性能割交付金 835 0.1 470 128.7
自動車取得交付金 － － △861 －
軽油取引税交付金 4,026 0.5 30 0.8
地 方 特 例 交 付 金 2,141 0.3 △2,454 53.4
地 方 交 付 税 1,179 0.2 751 175.4
交通安全対策特別交付金 303 0.0 △14 △4.3
分担金及び負担金 12,260 1.5 △1,173 8.8
使用料及び手数料 16,148 2.0 △239 △1.5
国 庫 支 出 金 141,761 17.9 8,509 6.4
県 支 出 金 35,243 4.4 5,060 16.8
財 産 収 入 2,580 0.3 98 4.0
寄 附 金 490 0.1 90 22.6
繰 入 金 71,246 9.0 3,894 5.8
繰 越 金 100 0.0 － －
諸 収 入 34,180 4.3 △841 2.4
市 債 65,419 8.3 10,735 19.6
歳 入 合 計 792,464 100 33,397 4.4

表６　中小企業・商店街団体等を対象とする補助金一覧
 （2020年度予算額　単位千円）

補助金名称 2020年度予算額 前年比増減 交付先
川崎市中小企業海外展開支援事業補助金 5,000 ０ 市内中小企業及び中小企業団体
魅力あふれる個店創出支援事業補助金 450 －150 商業者、商業者グループ、商店街団体
中小企業団体等共同施設補助金 16,000 －4,000 事業協同組合、商店街振興組合または任意の商店街団体等
商店街ソフト事業支援補助金 11,354 －625 商店街団体、商店街団体の連合体、商業者グループ
がんばるものづくり企業操業環境整
備助成金 40,580 －94,420 中小製造業者
生産性向上チャレンジ支援補助金 10,000 ０ 市内中小企業者等
先端設備等実践導入支援補助金 7,000 ０ 市内中小企業者等
人材育成支援事業補助金 3,000 ０ 市内中小企業者等
人材確保支援補助金 3,000 ０ 市内中小企業者等
川崎市新技術・新製品開発等支援事
業補助金 4,000 ０ 市内中小製造業者
川崎市産学共同研究開発プロジェク
ト補助金 9,000 ０ 市内中小企業等
がんばるものづくり企業応援補助金 3,500 ０ 市内中小企業及び中小企業団体
福祉製品開発支援補助金 2,000 ０ 市内中小事業者等
福祉製品導入促進補助金 2,500 －500 かわさき基準認証福祉製品等を購入する事業者等
事業承継・事業継続力強化支援補助金 5,000 5,000 市内中小企業等（新規）
ナノ・マイクロ機器利用促進補助金 400 －400 市内中小企業及び中小企業団体

合計 122,784 －95,095

表５　中小企業支援の予算と先端産業・拠点開発関連の予算
項 目 2020年度予算額 前年比増減 主な増減／備考

経済労働
費（消費
生活対策
費、金融
対策費を
除く）（Ａ）

産業経済費 産業経済総務費 894,842 － 31,292 職員給与費の減（146 人→ 142 人）－23,961、科学技術基盤強化事業－7,793

商工業費
商業振興費 513,895 － 1,863,483 プレミアム付商品券事業費の減－1,891,000（終了）、ナイトタイムエコノミー推進事業費 51,000（新規）
工業振興費 289,485 － 114,998 内陸部操業環境整備事業費の減－94,420、浅野町大川町会館運営事業費の増＋2,024
計量検査費 16,875 93

中小企業支援費 中小企業支援費 709,522 － 549,595
産業振興会館施設整備費（ＥＳＣＯ）の減－534,371、
創業・知財戦略事業費 19,609（再編）、事業継承・事
業継続力強化支援事業費 31,646（再編）

農業費
農林業振興費、
農地整備費、
農業技術支援費

233,676 7,818 畜水産業費－1,449（廃止）、農地整備費の増＋31,841、農業技術支援費の減－20,928

労政費 雇用労働福祉費 454,928 46,257 働き方改革推進事業費 10,000（再編）、労働会館費の増＋30,791
合計 3,113,223 － 2,505,200 消費生活対策費、金融対策費、農業委員会費を除く

経済労働
費の中の
先端産業・
拠点開発
関連予算
（Ｂ）

商工業費 商業振興費 16,626 － 653 商業ネットワーク事業（川崎駅周辺のネットワーク）
商工業費 商業振興費 197,591 － 33 まちづくり連動事業費（地下街公道負担金、エスカレータ維持管理、他）
商工業費 工業振興費 2,020 － 80 臨海部産業再生支援事業費（スマートコンビナートの推進）
商工業費 工業振興費 136,324 － 9,117 先端産業立地促進事業費（イノベート川崎）
商工業費 工業振興費 23,541 － 10,198 エコタウン推進事業費
中小企業支援費 中小企業支援費 43,386 12,543 かわさき新産業創造センター事業費
中小企業支援費 中小企業支援費 54,316 4,101 新川崎・創造のもり計画推進事業費
合計 473,804 － 3,437

先端・拠点開発関連を除く経済労働費（Ａ－Ｂ） 2,639,419 － 2,501,763
中小企業支援費 金融対策費 19,706,219 － 932,567 中小企業融資事業費の減－968,000、信用保証等促進事業費の増＋35,426
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表７　2020年度予算案の主な臨海部等の大規模事業関連予算
事　　業　　名 予　　算　　額

国際コンテナ戦略港湾関連 合計
コンテナターミナルの利用促進・活性化 一般会計 138.1万円
【内訳】川崎港利用促進コンテナ貨物補助制度
　（京浜港広域連携推進事業費） 特別会計 1億7128.1万円

東扇島コンテナターミナル整備費 特別会計 14億8512.9万円
東扇島コンテナターミナル管理運営費
　（受変電設備、荷役機械設備等の保守点検など） 特別会計 1億7314.4万円

ポートセールス事業等
　（東扇島コンテナ事業推進費）

一般会計 237.6万円
特別会計 1835.1万円

港湾改修費（国際戦略港湾） 一般会計 5億678.3万円
臨港道路東扇島水江町線整備事業費等
同　　　　　　　　　（受託事業費※含む）

一般会計 54億1317.8万円
特別会計 3040.8万円

東扇島堀込部の埋立土地造成事業 特別会計 28億8632.2万円
臨海部の戦略的な産業集積と基盤整備 合計
臨海部活性化推進事業費
（川崎臨海部産学公民連携推進事業、京浜臨海部再編
整備事業費、臨海部ＰＲ推進事業費、臨海部競争力強
化事業（臨海部ビジョン推進調査）、その他）

3294.6万円

国際戦略拠点地区の整備（キングスカイフロント関連）
（殿町国際戦略拠点整備事業、マネジメント推進事業、特区推
進事業、羽田連絡道路を活用したバス交通の検討、その他）

3億3096.3万円

サポートエリアの整備推進
（産業道路駅前地区、塩浜３丁目周辺地区） 6億3401.2万円

戦略拠点の形成促進（南渡田周辺地区等の土地利用の検討） 2263.3万円
交通ネットワークの形成推進（臨海部の基幹的交通軸・
川崎アプローチ線整備の具体化など） 6815.8万円

川崎水素戦略に基づく取組の推進 1637.2万円
ナノ医療イノベーションの推進（センターの運営支援、用地取得） 2億2472.6万円
ナノ医療イノベーションセンター研究促進事業費 1.1億円
羽田連絡道路の整備推進 87億7978万円
高速川崎縦貫道路関連 合計
高速川崎縦貫道路整備事業費（調査費） 1000万円
水道事業会計川崎縦貫道路関連施設整備事業費 4345.3万円
高速川崎縦貫道路整備事業費409号新設改築 2億1666.6万円
先端産業立地促進事業費（イノベート川崎） １億3632.4万円

（2020年度予算額　
 単位千円　款＝経済労働費）

福祉福祉・・くらし優先の予算にくらし優先の予算に
2020年度川崎市予算案の特徴と課題2020年度川崎市予算案の特徴と課題

不要な橋など不要な橋など
ムダづかいやめムダづかいやめゆたかな財政いかしてゆたかな財政いかして
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特
養
ホ
ー
ム
の
20
年
１
月
１

日
時
点
の
待
機
者
数
は
２
６
６

６
人
。

20
年
度
開
所
予
定
は
１
箇
所

１
０
０
床
。
今
後
決
ま
っ
て
い

る
の
は
２
箇
所
２
８
０
床
。
新

年
度
予
算
に
は
、
新
規
分
と
し

て
１
か
所
だ
け
計
上
、
場
所
、

受
託
法
人
は
未
定
で
す
。
介
護

度
５
の
待
機
者
が
５
６
７
人
、

１
０
１
歳
の
方
が
２
年
も
待
っ

て
い
る
と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
。

15
年
度
か
ら
19
年
度
に
か
け

て
有
料
老
人
ホ
ー
ム
は
46
か
所

２
１
５
４
定
員
増
え
て
い
ま
す

（
図
）。
ニ
ー
ズ
は
あ
る
の
で
す

か
ら
、
よ
り
経
済
的
負
担
の
少

な
い
特
養
ホ
ー
ム
を
緊
急
増
設

す
べ
き
で
す
。

　

利
用
者
減
か
ら
、
高
齢
者
生

活
支
援
型
食
事
サ
ー
ビ
ス
24
万

円
減
、
要
介
護
者
生
活
支
援
ヘ

ル
パ
ー
派
遣
68
万
円
減
、
福
祉

電
話
相
談
１
万
７
千
円
減
、
徘

徊
発
見
シ
ス
テ
ム
36
万
円
減
。

さ
ら
に
こ
れ
ら
は
新
規
受
付
停

止
。
新
た
に
徘
徊
対
策
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
費
４
０
０
万
円
計

上
。

　

日
常
生
活
用
具
給
付
事
業
費

１
２
５
万
円
増
。
若
年
性
認
知

症
者
に
紙
お
む
つ
の
支
給
が
始

ま
り
ま
す
。
認
知
症
に
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
事
業
費
５
３
７

万
円
増
。
若
年
性
認
知
症
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
新
た
に

配
置
。
認
知
症
早
期
発
見
の
た

め
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査

を
、モ
デ
ル
事
業
と
し
て
開
始
。

予
算
７
２
４
万
円
計
上
。

　

高
齢
者
の
外
出
支
援
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
、
今
後
の
動

向
に
注
視
が
必
要
で
す
。

　

授
産
学
園

　

建
て
替
え
決
定

　

麻
生
区
細
山
に
あ
る
川
崎
授

産
学
園
の
建
て
替
え
が
決
定
。

予
算
25
億
円
。25
年
完
成
予
定
。

入
所
施
設
は
50
名
定
員
変
わ
ら

ず
。
生
活
介
護
30
名
増
、
就
労

継
続
支
援
Ｂ
型
10
名
増
、
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
12
名
増
を
予
定
。

市
民
要
求
が
実
現

▽
保
育
士
の
処
遇
改
善
費
を
経

験
年
数
７
年
以
上
の
職
員
に

２
万
円
を
４
万
円
に
増
額

▽
保
育
所
及
び
認
定
こ
ど
も
園

の
園
外
活
動
時
の
園
児
の
安

全
確
保
に
伴
う
体
制
確
保
の

た
め
、
支
援
者
の
配
置
等
に

対
す
る
支
援

▽
中
部
児
童
相
談
所
一
時
保
護

所
の
改
築
の
基
本
構
想
・
基

本
設
計
▽
北
部
児
童
相
談
所

の
増
築
に
向
け
た
設
計

▽
児
童
養
護
施
設
等
職
員
に
住

宅
手
当
加
算
の
新
設
や
人
材

育
成
支
援　

乳
児
院
へ
の
里

親
支
援
専
門
相
談
員
増
員

▽
病
児
・
病
後
児
保
育
施
設
に

お
け
る
看
護
師
・
保
育
士
の

処
遇
改
善

▽
ひ
と
り
親
家
庭
・
生
活
保
護

世
帯
へ
の
こ
ど
も
の
学
習
・

居
場
所
支
援
を
小
学
生
対
象

は
５
か
所
か
ら
12
か
所
に
、

中
学
生
は
13
か
所
か
ら
14
か

所
に

▽
学
校
給
食
費
の
公
会
計
化
が

実
現　

長
年
の
市
民
や
共
産

党
の
要
求
が
実
現
し
た
も
の

▽
坂
戸
小
の
校
舎
増
築
設
計
、

新
川
崎
地
区
の
小
学
校
新
設

　

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
19

年
４
月
１
日
時
点
で
１
２
６
施

設
、新
年
度
予
算
約
７
億
円
増
。

障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
事
業

費
５
億
６
２
１
０
万
円
増
。
依

然
要
望
多
く
、
ま
た
区
に
よ
っ

て
施
設
数
に
も
差
が
あ
り
、
今

後
は
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た

増
設
を
検
討
す
べ
き
で
す
。

　

障
害
者
社
会
参
加
総
合
推
進

事
業
費
４
５
０
０
万
円
増
。
日

中
一
時
預
か
り
、
27
施
設
に
。

19
年
度
か
ら
実
施
の
計
画
相

談
支
援
体
制
強
化
事
業
費
補
助

金
７
８
０
０
万
円
増
。
新
年
度

21
名
分
増
や
し
、
全
市
で
36
名

分
の
補
助
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
療
育
セ
ン
タ
ー
運
営
事

業
費
２
８
４
１
万
円
減
、
障
害

者
虐
待
防
止
対
策
事
業
費
１
９

０
万
円
減
、運
営
管
理
者
変
更
。

　

障
害
者
生
活
介
護
事
業
費
４

億
４
２
２
０
万
円
増
、
障
害
者

訓
練
等
給
付
費
１
億
３
１
５
０

万
円
増
、
就
労
継
続
支
援
事
業

費
２
億
１
６
２
０
万
円
増
、
実

績
に
て
増
。

　

ロ
タ
ウ
ィ
ル
ス
予
防
接
種
事

業
費
２
億
２
千
万
円
計
上
。
定

期
予
防
接
種
に
追
加
さ
れ
ま
し

た
。

特別養護老人ホーム
（各年度 4月 1日時点　川崎市健康福祉局調べ）

有料老人ホーム
（各年度 4月 1日時点　川崎市健康福祉局調べ）

待機者数
（各年度10月 1 日時点　川崎市健康福祉局調べ）

2015 2016 2017 2018 2019

4438 4444 4541
4773 4901

53 53 54
56

○内は増減

0 1 2 1

6 97
232

128

57
箇
所
数

定
員
数

2015 2016 2017 2018 2019

8059
9209 9481 9846 10204

131
150 160 168

19 10 8 9

1150 272 365 358

2015 2016 2017 2018 2019

552 900 27 953

177

5034 4482
3582 3555

2602

箇
所
数

定
員
数

高
齢
者
、市
単
独
事
業
の
見
直
し

高
齢
者
、市
単
独
事
業
の
見
直
し

 
〜
特
養
ホ
ー
ム
、
開
所
１
か
所
だ
け
〜

〜
特
養
ホ
ー
ム
、
開
所
１
か
所
だ
け
〜

子
育
て
支
援
、教
育
施
策

子
育
て
支
援
、教
育
施
策

依
然
と
し
て
不
十
分

依
然
と
し
て
不
十
分

道
路
・
公
営
住
宅
・
被
災
対
策

に
向
け
た
取
り
組
み

▽
就
学
援
助
費
の
対
象
に
卒
業

ア
ル
バ
ム
代
が
含
ま
れ
る
こ

と
に

▽
学
校
ト
イ
レ
の
改
修
が
45

校
、
非
常
用
電
源
の
確
保
の

た
め
の
蓄
電
池
整
備
が
４

校
、
窓
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
フ

ィ
ル
ム
貼
付
が
８
校
（
含
補

正
予
算
）

▽
教
職
員
事
務
支
援
員
、
部
活

動
指
導
員
な
ど
の
拡
充

▽
学
校
司
書
35
校
か
ら
42
校
に

▽
小
中
学
校
の
医
療
的
ニ
ー
ズ

に
応
じ
て
看
護
師
が
訪
問

▽
中
学
校
の
支
援
教
育
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
体
制
整
備

保
育
所
入
所
保
留
児

３
３
４
３
人
に
も

　

新
年
度
、
認
可
保
育
所
の
受

入
れ
枠
拡
大
は
１
７
７
８
人
分

定
員
拡
大
し
ま
し
た
が
、
保
育

所
に
申
し
込
ん
で
入
れ
な
か
っ

た
入
所
保
留
児
童
数
は
１
月
24

日
時
点
で
３
３
４
３
人
に
上
り

ま
し
た
。

　

新
年
度
は
認
可
保
育
所
の
新

設
な
ど
で
１
８
２
７
人
分
拡
充

し
ま
す
が
、
こ
の
計
画
で
は
と

て
も
追
い
つ
き
ま
せ
ん
。
市
の

整
備
目
標
を
８
６
６
５
人
か

ら
、
１
万
５
千
人
に
引
き
上
げ

る
べ
き
で
す
。

　

小
児
医
療
費
助
成
は
依
然
と

し
て
20
政
令
市
で
最
低
水
準
。

助
成
対
象
年
齢
・
所
得
制
限
・

一
部
負
担
金
の
有
無
を
比
較
し

た
県
内
33
自
治
体
の
中
で
33
番

目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

川
崎
市
で
は
不
登
校
児
童
数

が
増
え
、
２
０
１
８
年
度
は
過

去
最
高
の
１
８
６
７
人
。
２
０

１
４
年
か
ら
５
９
３
人
も
増
え

て
い
ま
す
。
小
１
〜
小
６
の
不

登
校
児
童
数
は
５
２
９
人
、
中

１
か
ら
中
３
で
は
１
３
３
８
人

と
、
中
学
生
に
な
る
と
２
・
５

倍
に
も
増
え
る
深
刻
な
状
況
で

す
が
、
切
実
な
少
人
数
学
級
の

拡
充
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

就
学
援
助
の
支
給
対
象
が
卒

業
ア
ル
バ
ム
代
も
拡
充
さ
れ
た

も
の
の
、
国
が
就
学
援
助
項
目

に
含
め
て
い
る
生
徒
会
費
・
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
費
は
拡
充
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
ま
た
、
生
活
保
護
基
準

が
削
減
さ
れ
る
中
で
、
生
保
基

準
の
１
・
０
倍
と
い
う
基
準
拡

充
は
な
い
ま
ま
。

ま
ち
づ
く
り
費

　

ま
ち
づ
く
り
局
の
予
算
は
、

全
体
で
９
億
円
の
減
額
。
整
備

事
業
費（
再
開
発
事
業
費
、区
画

整
理
事
業
費
、
都
心
地
区
整
備

事
業
費
な
ど
）
で
37
億
円
減
額

す
る
も
、
住
宅
費
（
市
営
住
宅

管
理
費
、公
営
住
宅
整
備
費
等
）

で
27
億
円
増
額
し
て
い
ま
す
。

　

整
備
事
業
費
で
は
小
杉
３
丁

目
東
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業

の
補
助
金
が
19
億
５
千
万
円
の

減
、
登
戸
地
区
土
地
区
画
整
理

事
業
費
が
３
億
８
千
万
円
減
額

で
す
。
Ｊ
Ｒ
武
蔵
小
杉
駅
の
新

規
改
札
口
設
置
工
事
進
捗
で
10

億
７
千
万
円
、
津
田
山
駅
の
工

事
進
捗
で
４
億
９
千
万
円
の

減
。
鷺
沼
駅
前
地
区
再
開
発
等

事
業
に
補
助
金
１
億
４
６
０
０

万
円
が
予
算
化
。

　

住
宅
費
増
額
の
主
な
理
由

は
、８
団
地
で
予
定
す
る
浴
室
・

ト
イ
レ
排
水
管
更
新
等
の
長
寿

命
化
工
事
や
、
21
団
地
で
予
定

の
外
壁
塗
装
・
給
水
管
更
新
・

手
す
り
改
修
等
の
大
規
模
修
繕

工
事
で
市
営
住
宅
修
繕
維
持
事

業
費
が
19
億
６
千
万
円
の
増

額
、
中
島
住
宅
63
戸
・
高
石
住

宅
40
戸
の
公
営
住
宅
整
備
費
が

７
億
５
千
万
円
の
増
額
に
よ
り

ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ド
ア
は
、
小
田
急
登

戸
駅
、
東
急
目
黒
線
武
蔵
小
杉

駅
（
車
両
延
伸
分
）
を
整
備
。

　

民
間
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
促

進
助
成
事
業
は
こ
れ
ま
で
の
申

請
実
績
が
年
間
約
70
件
で
あ
る

こ
と
か
ら
減
額
す
る
も
、
２
０

０
件
の
申
請
（
10
万
円
／
件
）

予
算
を
計
上
。
教
育
委
員
会
に

よ
る
通
学
路
周
辺
ブ
ロ
ッ
ク
塀

72
箇
所
の
調
査
で
60
箇
所
が
危

険
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
改
善
済

み
箇
所
は
10
箇
所
で
す
。

　

木
造
住
宅
耐
震
対
策
推
進
事

業
で
新
年
度
は
麻
生
区
、
宮
前

区
、
高
津
区
の
旧
耐
震
住
宅
者

宛
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
８
千
通

を
発
送
予
定
、
助
成
金
は
50
件

の
申
請
を
見
込
み
増
額
。

　

４
月
か
ら
市
営
住
宅
入
居
時

の
連
帯
保
証
人
連
署
の
廃
止
に

伴
い
敷
金
が
２
ヶ
月
か
ら
３
ヶ

月
に
増
え
ま
す
。

建
設
緑
政
費

　

建
設
緑
政
局
予
算
増
分
の
う

ち
、
82
％
が
羽
田
連
絡
道
路
、

京
急
大
師
線
連
続
立
体
交
差
事

業
、国
直
轄
事
業
の
増
分
で
す
。

　

道
路
橋
り
ょ
う
費
で
９
億
８

千
万
円
増
額
。
国
道
４
０
９
号

線
な
ど
国
県
道
改
良
事
業
で
８

億
８
千
万
円
、
国
道
３
５
７
号

多
摩
川
ト
ン
ネ
ル
区
間
工
事
着

に
伴
う
負
担
金
で
10
億
７
千
万

円
増
え
ま
す
。
し
か
し
市
道
改

良
費
で
３
億
９
千
万
円
が
減

額
。
新
川
通
り
、
殿
町
地
区
、

武
蔵
溝
ノ
口
・
溝
口
駅
周
辺
、

登
戸
・
向
ヶ
丘
遊
園
駅
周
辺
の

自
転
車
通
行
環
境
整
備
の
工
事

拡
充
で
１
億
５
千
万
円
増
え
ま

す
。

　

街
路
事
業
費
で
75
億
円
の
増

で
す
が
、
羽
田
連
絡
道
路
整
備

事
業
が
26
億
８
千
万
円
増
え
て

87
億
８
千
万
円
（
そ
の
う
ち
30

億
円
は
台
風
19
号
の
影
響
対
策

の
浚
渫
費
）。
京
急
大
師
線
連

続
立
体
交
差
事
業
に
55
億
１
千

万
円
の
増
。
街
路
の
道
路
改
良

事
業
で
は
７
億
７
線
万
円
減
額

し
て
い
ま
す
。

　

河
川
費
で
は
、
平
瀬
川
（
上

作
廷
地
先
）
二
ヶ
領
本
川
（
登

戸
地
内
）、
五
反
田
川
（
東
生

田
地
内
）
や
中
原
区
井
田
、
麻

生
区
管
内
一
円
の
調
整
池
の
浚

渫
工
事
等
の
緊
急
的
な
大
規
模

補
修
の
実
施
で
３
億
１
千
万
円

増
額
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

公
園
費
で
28
億
６
千
万
円
の

増
。
等
々
力
公
園
の
公
式
野
球

場
整
備
と
備
品
の
購
入
、
周
辺

施
設
の
整
備
・
補
修
な
ど
に
21

億
円
が
予
算
化
。
台
風
19
号
で

被
災
し
た
多
摩
川
緑
地
の
復
旧

工
事
で
12
億
５
千
万
円
の
増
。

公
園
の
帰
宅
支
援
場
所
整
備
と

し
て
橘
公
園
の
入
り
口
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
、
ソ
ー
ラ
ー
照
明

の
設
置
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

自
然
保
護
対
策
費
は
１
億
円

が
減
額
。
特
別
緑
地
保
全
地
区

等
の
緑
地
内
に
お
け
る
斜
面
安

定
工
事
や
管
理
柵
等
の
施
設
整

備
工
事
費
が
７
３
０
０
万
円
の

減
な
ど
。

市内保育所等申し込み状況（一次利用調整終了時点）
※令和２年１月 24 日現在 【単位：人】

区名
2020（令和２）年４月入所分 2019（平成 31）年４月入所分 2018（平成 30 年）４月入所分
利用申請
児童数 内定数 入所

保留数
保留率
％

利用申請
児童数 内定数 入所

保留数
保留率
％

利用申請
児童数 内定数 入所

保留数
保留率
％

川崎区 1226 973 253 26.0 1185 847 338 28.5 1295 881 414 31.9
幸　区 1662 1008 654 39.3 1482 905 577 38.9 1375 906 469 34.1
中原区 2301 1576 725 31.5 2657 1768 889 33.5 2486 1455 1031 41.5
高津区 1787 1167 620 34.5 1779 1169 610 34.3 1798 1136 662 36.8
宮前区 1485 1067 418 28.1 1444 1015 429 29.7 1412 1015 397 28.1
多摩区 1481 1093 388 26.2 1494 1059 435 29.1 1426 878 548 38.4
麻生区 928 643 285 30.7 886 623 263 29.7 874 648 226 25.9
全市計 10870 7527 3343 30.8 10927 7386 3541 32.4 10666 6919 3747 35.1
対前年
伸び ▲57 141 ▲198 261 467 ▲206 466 270 196

※保留率＝入所保留数／申請児童数


